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図 3： 夏季（2016 年 7 月）の下部対流圏における北極圏内で発生したダストの質量濃度の分布の数値モデルシミュレーシ

ョン（CAM4 モデルを使用）。（左図）スバールバル諸島で発生したダスト。（右図）北緯 60 度以上の高緯度域で発生したダ

スト。白い目印が、スバールバル諸島のツェッペリン山観測所付近に該当する。 

図 2： 夏季（2016 年 7 月）と冬季（2017 年 3 月）にスバールバル諸島のツェッペリン山観測所にて計測された大気中の

氷晶核として働くエアロゾル粒子の数濃度。比較対象として、これまでに報告された北極圏の海洋上空での値も例示した。 
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